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研究要旨 

SCD に対する短期集中リハビリテーション（以下、集中リハ）における標準的リハビリ

テーションプログラム（以下、リハプログラム）の作成に向けて、各重症度での集中リハ

の効果と機能低下の特徴、病期に応じた集中リハを立案するための目標設定ツールの検

討、集中リハプログラムの現状調査を実施した。1）各重症度における集中リハの有効性、

2）重症化に応じた機能低下の特徴、3）リハプログラムを立案するための目標設定ツール

の有用性、3）集中リハプログラムに含まれるべき構成要素ついての知見を得た。SCD に

対する標準的リハプログラムには病期に応じて生活機能を最適化することを目的とした

包括的なアプローチが含まれる必要があると考えられた。 

 

A. 研究目的 

本研究では、脊髄小脳変性症（SCD）を対象に

1）各重症度における短期集中リハビリテーション

（以下、集中リハ）の効果と機能低下の特徴、2）

病期に応じたリハビリテーションプログラム（リ

ハプログラム）を立案するための目標設定ツール

の検討、3）集中リハプログラムの現状調査を実施

することによって、標準的リハビリテーションプ

ログラムを作成するための構成要素を明らかにす

る。 

 

B. 研究方法 

約 4～6 週間の短期集中リハビリテーション目

的に当院に入院した SCD・MSA 患者に対して、1

日各 1 時間の理学療法（PT）、作業療法（OT）、言

語聴覚療法（ST）を提供している。病期に応じて

生活機能を最適化することを集中リハの効果とし

て 、 ICF （ International Classification of 

Functioning, Diasaiblity and Health, WHO, 

2001）における生活機能（心身機能・身体構造、

活動、参加）と背景因子（環境因子、個人因子）の

観点から様々な検証を進めている。1）各重症度に

おける集中リハの効果と機能低下の特徴、2）GAS

（Goal Attaiment Scale）の目標設定ツールとし

ての有用性、3）集中リハプログラムの現状調査と

標準リハプログラム案の作成を実施する。 

 

 (倫理面への配慮) 

当院倫理委員会で承認済みの SCD・MSA に対

する短期集中リハビリテーションプロトコールに

従って評価・介入を行った。患者・家族からは入院

診療計画および評価データの匿名化使用に対して

書面にて同意を得た。 
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C. 研究結果 

第１に、病期に応じて効果やアプローチを焦点

化するべきポイントは異なっていた。集中リハは

SARA （ Scale for Assessment and Rating of 

Ataxia）による運動失調および FIM（Functional 

Independence Measure）による ADL を各重症度

で改善させた。SCD と MSA において改善効果の

差は確認されなかった。一方で、SCD・MSA とも

に重症度による改善効果の差は確認された。重症

化すると運動失調に比べて ADL の改善度が大き

くなった。SCD・MSA ともに SARA5-12 点では

ADL はほぼ自立、SARA13-18 点では何らかの

ADL に支障が生じる、SARA19-30 では尿便意や

認知能力を除くほとんどの ADL に介助が必要と

なる。各重症度で運動失調や ADL に改善効果は得

られるが、アプローチを焦点化するべきリハプロ

グラム内容は異なることを明らかにした。 

第２に、病期に応じて生活機能や QOL を最大

限に高めるために GAS を用いた目標設定と効果

判定は有用なツールであった。GAS によって設定

された個人の生活機能や希望に基づいた参加・活

動レベルの ADL は、PT・OT・ST ともに改善さ

せることができていた。各目標について ICF コー

ドを用いて評価したところ、PT では運動・移動、

OT では運動・移動に加えて、セルフケアや家庭生

活、ST ではコミュニケーションやコミュニティラ

イフに関して改善が確認された。病期に応じて生

活機能を最適化するためには明確な目標設定に基

づいた（目標指向型）リハプログラムの作成が必

要となることを明らかにした。 

第３に、集中リハプログラムでは ICF に基づい

た包括的なリハビリテーションが提供されていた。

調査結果を要約すると 1）運動失調の改善を目的

とした協調性運動とバランス練習、2）廃用症候群

の改善を目的とした関節可動域運動や筋力増強運

動や全身持久力運動、3）病期に応じて生活機能を

最適化するための ADL 練習、4）転倒や廃用予防

のための自主練習指導、5）福祉用具の選定や居住

環境と在宅サービスの確認が実施されていた。

SCD に対する集中リハでは ICF における各構成

要素に対する多面的なアプローチが必要となると

考えられた。 

 

D. 考察 

SCD 患者が病期に応じて生活機能や QOL を最

大限に高めて機能予後を延伸するためには、運動

失調や廃用症候群による機能低下の改善に加えて、

生活スタイルの提案や生活における役割の確保に

よって活動性を維持していくためのリハプログラ

ムが必要になると考えられる。今後は、機能改善

に寄与する特異的なリハプログラムについて重み

づけを検討していく必要がある。 

 

E. 結論 

SCD に対する集中リハの標準化には、病期に応

じて生活機能を最適化することを目的とした包括

的なアプローチが構成要素として含まれたリハプ

ログラムの作成する必要がある。 
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